
 

最細の経鼻内視鏡（胃カメラ）で楽な検査を受けてみませんか？ 

内視鏡検査とは、先端にカメラの付いた内視鏡を口や鼻から入れて食道・胃・十二指腸を

見る検査です。当院では最新で細経の鼻から入れる内視鏡（胃カメラ）を使用して検査を

行っています。バリウム検査をするよりも、早期の小さな病変の診断を発見することがで

きます。自覚症状がなくても定期的に受診をして早め早めの対応を心がけましょう！！ 

１.	
 看護師による丁寧な説明と十分な理解を特に心掛け、 

圧倒的に楽な検査を受けて頂くために日々、工夫をしております。 

２.症状と結果に応じて適切な医療を提案します。 

３.医師と同じ画像を一緒に見ながら検査を受けることができます。 

 

・鼻から直径 5.9ｍｍの細くてしなやかなスコープを挿入するので苦痛が少ないです。 

・スコープが舌のつけ根に触れにくく、従来の口から入れる経口内視鏡よりも嘔吐反射が 

起きにくいとされています。 

・検査中も先生と会話ができるので安心です。 

・胃だけでなく食道・十二指腸もしっかり観察することができます。 

・ピロリ菌の有無や組織（細胞）を鉗子で採取し、良性/悪性の検査をすることができます。 

・アニサキスという海産物に寄生する寄生虫の除去をすることもできます。 

・検査時間も短いので、検査後はそのまま出勤することや日常生活に戻れます。 

 

□最近、胃の調子が悪く食欲がない   □常にげっぷが出る 

□胸のあたりが熱い          □すっぱいものや苦い水が込み上げることがある 

□物を飲み込む時、つかえる感じがする □食後にお腹がはったり胃がムカムカすることがある 

□食べ過ぎた時や油っこい食事、甘い物を食べた時に不快感を感じる 

□何週間も、のどのイガイガ感があったり、咳が続いている 

上の項目のどれか 1 つでも当てはまるものがあれば、一度、診察を受けることを

お勧めします。 


